
伊藤知可子（苅田北小） 

Ⅰ.初めに 

 前年度の《スポ－ツとしての投競技を考える》の後半として、その時できなかったねらい②の

研究をおし進めるためにこの実践を行った。昨年に引き続き同じ児童で行いたかったが、児童数

が減り２クラスになったため、一気に人数が増えた。５年時に担任した児童は１３名。クラスの

２/３が、丸太投げを知らない（体育でのグル-プ学習も未経験）ので、「丸太投げをしよう」を

振り返るところから授業を開始した。 

 

Ⅱ.ねらい 

① 近代スポ-ツは、競い合うあためのル-ルを顕在化させていく中で、競争以外のものをはぎ

とって、競争を先鋭化させていたことが分かる。 

② 近代スポ－ツは、初めからルールがあるのではなく、競技が行われた場所 

や時代背景に限定されながら変化していくことに気づく。 

  ○近代スポ－ツ→世界への広がり 

   合理主義を追求した近代スポ－ツは、誰もが楽しめるという精神の元の 

   平等を求めていった。 

  ○民族スポ－ツ→コミニュケーションのてだてとして 

   アイデンティティ－の共有のために、その枠の中で競い合うにとどまっ 

   た。 

   より遠くへ、より速くよりも、自分らしさを大切にした。 

  今回のハンマ－は、用具の改良によって記録が伸び、さらにそれに見合 

  う技術の開発とル－ルの変遷が歴史的にもとらえやすいと考えた。 

 

Ⅲ指導計画  全１７時間   ８グル－プ（１グル－プ 4～５人） 

（1）「丸太投げ」を振り返る。―3ｈ（運動場・教室） 

  ○どんなことを大切にしてル－ル作りをしてきたか。 

   的に当てる・投げた距離を競い合って楽しむ。 

   誰でも参加できる。 

   みんなが平等になるように楽しむ。 

（2）ハンマ－投げをしよう ―9Ｈ（教室・運動場） 

   民族スポ－ツとして昔から行われていた「丸太投げ」は、近代化しなか 

   ったが、「ハンマ－投げ」は、近代スポ－ツとして今も行われている。なぜ、「ハンマ

－投げ」は残ったのか。「ハンマ－投げ」の歴史を振り返ることで、その違いを考え

よう。 

  ①「ハンマ－投げ」の歴史の追体験 

   ○３種類のハンマ－を比べてみる。 

   ○「ハンマ－投げ」をする。 

  ②実技を元にハンマ－投げの用具やル－ルは、どうして変わって行ったの 

   かを考える。 



（3）今のハンマ－投げとスコットランドのハンマ－投げとの違いを考える。 

                           ―3ｈ（教室） 

   ○写真から違いをさがし、話し合う。 

   ○スコットランドのハンマ－投げは競争だけなのか？ 

（4）「丸太投げ」「ハンマ－投げ」のまとめをする。―2ｈ（教室） 

   自分達の丸太投げ、ハイランドの丸太投げ、ハンマ－投げの違いが分か   

   る。 

 

Ⅳ.実践経過 （1998.10.17～12.21） 

（1） 丸太投げをしよう 

現クラスは、６年生になってクラス替えがあり、丸太投げを経験してい 

  ない子供が 2/3 おり、丸太投げを振り返るところから授業をスタ－トさせ 

  た。元 5―3の子供が、どんなことを大事にしてルールを決め、「距離」「的 

  当て」が生まれたのかを説明後、ＶＴＲで様子を見せ、実際にやってみた。 

 ・「距離」は、力のある人とない人ではだいぶ違う。「的当て」は、みんなが届く距離だから「的

当て」の法が平等だと思った。        Ａ子 

 

（2） ハンマ－投げをしよう 

① どれが古いハンマ－？ 

「丸太投げ」は近代化しなかったが、「ハンマ－投げ」は近代化した。なぜなのかを歴史

を振り返ることで考えていく。 

 まず、どんな投競技を知っているかを問うと、円盤投げややり投げはすぐ出てきたが、

ハンマ－投げを知らない子供が多かった。３種類（実技を行うために研究部が製作してく

れた安全なハンマ－）を見せ、どれが古いかグル―プで予想させた。子どもたちは 興味

を示し、触りたくてうずうずしていたので、講堂で実際に触ったり持ったり投げたりして 

予想をしていった。予想は８グル―プとも正解。 

２班→木はしならないから飛びにくい。だから進化してしなるもの（パイプ）になった。

そして、紐は軽い上に遠心力がつくからよく飛ぶ。ハンマ－の形じゃないから最近

できたと思う。 

６班→木はしならないから遠くへ飛ばない。パイプは木よりよくしなるし軽いからよく飛

ぶ。紐は持ち手があるから投げやすい。 

  その後、ハンマ－投げのどんな事を知りたいか聞くと、本物の重さ、 

どんなふうにして木から紐になったか、どうやったらうまく飛ぶか 

いつ頃から始まったのか等が出てきた。 

 試しで木が投げやすかった者→３人 

    パイプが投げやすかった者→３０人 

    紐が投げやすかった者→５人 

・木が一番飛んだけど、実際に紐の投げ方を練習すれば、紐が一番 

 飛ぶと思う。                     Ｍ男 

・なぜ、投げにくい紐になったのか分からない。重さで紐になった 



 としても、もう少し投げやすい物にしなかったのはどうして？ 

                            Ａ子 

 ○練習開始 

   現在のハンマ－投げは紐状の物だが、投げにくいという子供が多かった。初めはど

うして投げたらいいか分からず、三種類とも自分が回転して投げていたが、目が回っ

てくるので、柄を回して投げるようになった。その後 男子は木とパイプではバット

の構え方から投げることが多くなったが、女子は勢いをつけず放り投げるという感じ

の投げ方だった。そのうち 45°の角度で投げればいいというアドバイスが出てきた。

紐のハンマ－は頭上で円を描くように投げだしたが、これだと手を離すタイミングが

悪いとどこへ飛んでいくか分からない。そこで、体側で縦方向にハンマ－を回すよう

に変わっていった。また、木やパイプを投げるときは、助走をつけて投げる子供が多

くなり、手首を回転させて投げたり、放物線を描くように投げたりする子供が現れた。、

女子は投げるタイミングがなかなかつかめず、下のほうで手を離してしまうので、距

離が伸びない。しかし、最初はなかなか飛ばなかった紐の距離が延びた子供が増えた。 

   ・紐はタイミングが合うと、遠心力がかかるのでよく飛ぶ。 Ｋ君 

   ・紐を投げるとき、一歩踏み込んで投げたら記録が伸びた。 Ｓ君 

   ・握りこぶし３個分の角度でねらうとよく飛んだが、方向がまだまっすぐ飛ばない。                   

Ｔ君 

   ・投げるときブンという音がしたときは遠くへ飛んだ。   Ｈ子 

   ・木やパイプを離すのが早いと下に飛んでしまう。     Ｔ子 

 ○記録会 

   役割を決め、１グル－プづつ試技をする。１人２回、ファールは 2 

回まで。１０から 35Ｍまで 5Ｍおきに白線を引いた。測定は、ハンマ 

－が最初に落下して位置で計測。 

結果は紐が一番遠くへ飛んだ子供が多かった。（紐.パイプ.木の順） 

一番いい記録は 

男子  木→31Ｍ  パイプ→33Ｍ  紐→38Ｍ 

女子  木→27Ｍ  パイプ→29Ｍ  紐→34Ｍ 

平均 

        木     パイプ     紐 

女子     19.34     20.19    22.52 

男子     27.5     29.18     30.18 （単位はＭ） 

     木から紐の記録の伸びは 女子で約 3.2Ｍ 男子で約 2.6Ｍだった。 

・人のを見て気がついたことは 紐を投げるとき ほとんどの人が縦に紐を回して投

げているのに、一部の人は横に回して投げていた。その人はよく飛んでいた。なぜ

なら、縦なら地面に着く恐れがあるし、上に上がる場合もある。それに比べて横は

離すタイミングが悪いと左右どちらかに飛ぶが、良かったら地面に着かないでまっ

すぐ飛ぶ。                         Ｍ子 

     ・ハンマ－投げは、丸太投げの続きなのにほとんど違うものだと思った。投げること

では続きだと思うけど、競技ということでは似ているようで似ていない。ハンマ－



投げは踏切線の存在が大きく、気になって思いきり投げれなかった。プレッシャ－

をよいプレッシャ－に変えるのはとても難しい。     Ｔ子 

     ・３種類で投げ方が違うので丸太投げより難しかった。   Ｓ子 

 

② 「ハンマ－投げ」の用具やル－ルはどうして変わっていったのだろう。 

    ３種類のハンマ－の時代の重なりをカードで示し、そこに各ハンマ－投げの記録と自分

たちの記録を提示し考えさせていった。しかし、３種類の記録は大幅に違いがないので 

どうして変わっていったのかが分かりにくいため、木と紐の記録から考えていった。研究

部で３種類のハンマ－について調べてみたが、パイプ（しなる物）が使われていた時代が

短かったらしく、木のハンマ－を使いながらしなる物も並行して使われていたようだった。

そのためパイプの記録を抜いても 本時の学習内容をつかませることができると考えた。 

    両方の記録が時代とともに良くなっているので、記録を伸ばすために用具が変わり、技

術も変わることは分かりやすかった。記録重視になっていったことも子供たちは理解でき

た。しかし、木やパイプのハンマ－が使われていた時代の技術やル－ルがどのように変化

したかは図からは分かりにくいので私が説明した。 

   木のハンマ－の時代の技術はその場から投げる、走ってきて投げるだった。自分たちも木

とパイプのハンマ－で体験したことを思い出させた。1860 年の 26.69Ｍの記録しかないが、

それ以前にも行われていたが記録がないと言うと「なんで－」の声。そのころは勝った負

けたかだけの世界で、そこに集まった人の中で今年は誰が勝ったかが分かればよかった。 

   パイプの時代の技術は、一部の男子がやろうとしたが難しくてやめた体を回転させて投げ

ていたと話すと、「そんなん無理やで・・」技術としては単純だったことは理解できた。 

次にル－ルの変化について説明をした。木の時代は用具や重さ、長さが場所によって違っ

て、自分に合った物、自分が使いやすい物でよかったと言うと、「えっー！」「うっそー！」

「だから力持ちが有利になる。」というと納得。力比べをしていたことが分かった。パイ

プの時代になると、ハンマ－の重さが１６ポンド（7.26Ｋｇ）に決められ、7フィ－ト（約

2Ｍ）の円から投げるように変わったことには、自分たちも助走をして投げていたのでそ

のほうが投げやすいことは分かったが、2Ｍでは「ムチャ狭い！」「そんなん投げられへん」

「なんで？」ただの力比べから変わってきたことは理解できたようだ。現在のハンマ－に

ついても説明をした。 

投げる角度がさらに狭くなった。体を回転させてハンマ－を投げるようになると ハンマ

－がどこに飛ぶか分からない。陸上競技大会も始まっていて、フィールドでは他の競技も

やっている・・・と言うと「こわ～」 

「ということでどうなったと思う。」の問いに対して「だから投げる角度が変わったんや。」

「木の時代は線だけだったみたいで１８０°。それが、90° 60° 45°と変わり今は

40°になった。」子供たちは 40°を両手で測りはじめ その狭さに驚いていた。また、投

げる場所の変化やハンマー投げの歴史を話した。ＶＴＲで室伏選手のハンマ－投げを見せ

たが、体を回転させて投げている姿にびっくりしていた。この時間は子供たちは聞いてい

ることが多く、教え込みになてしまった。 

  

 



  ・ハンマ－投げに歴史があることやル－ルのでき方に驚いた。初めは 

   ただの力比べをしているだけだったのに。力のある人が有利だった 

   からル－ルが変わったと思う。今のル－ルは難しいけれど有利という言う言葉がな

いから今のほうがいい。          Ｙ子 

・100 年ぐらいでル－ルがすごく変わっている。用具が変わると 60Ｍ 

   ぐらい記録が違うようになったのはすごい。紐のハンマ―は、体を 

   回転させて遠くに飛ばすのは技術が必要だから、記録を伸ばすのは 

   難しい。だから紐になったことが分かった。        Ｋ君 

  ・ずっと昔から記録を伸ばすことを考えていたと思っていたけれど、 

   最初は勝ち負けだったことにびっくりした。        Ｋ子 

 

（3） 今のハンマ－投げとスコットランドのハンマ－投げとの違いを考える。 

スコットランドのハンマ－投げの写真を見て、気づいたことを出し合った。服装や投げ方

等に違いがあり、木のハンマ－を使っていることから競い合いをしている、力比べをして

いることは分かったが、なぜこのハンマ－投げが今も行われているのかは分からないよう

だった。ハイランドゲームのプログラムには 前年度の優勝者名は書いてあるが、記録が

書いていないのはなぜか知りたがった。子供たちにとって勝ち負け＝記録と考えている子

が多く、ハンマ－を投げた瞬間の写真を見せても その投げ方よりも、ハンマ－がどれく

らい飛んだかに目がいっていた。記録重視が子供たちの世界にもある。そこで、子供たち

の感想の中にあった「力比べで楽しそう。真剣だけど楽しそう。」をもとに みんなが知

っている競技の仕方や競争とは違う「何か」があるかもしれないと ハイランドゲームの

ＶＴＲとパネル写真を 20 枚ほど見せた。出場者はキルトをはき、楽しそうな雰囲気が伝

わってくるので子供たちの反応はすごく、興味を持って見ていた。だが、「何か」を考え

させることはできなかった。翌日、ハイランドゲームについて書いたプリントを使って 

イングランド対スコットランドのことを説明したが、イギリスの歴史が大きくかかわって

いるため、難しい話になってしまった。 

スコットランドのハンマ－投げは、投げ方はその場から後ろ向きで投げる、服装はキルト

を着用、選手は体が大きく、筋肉モリモリ、行われる場所は狭く、囲まれたところであり、

昔ながらの木のハンマ－を使い、力比べで競い合っている。これがスポ－ツの原点になる

とまとめた。それに対して 記録を伸ばすために木のハンマ－からパイプのハンマ－紐の

ハンマ－に変化してきた。そのために用具や技術・ル－ルが変わってきた。このようにし

て出来上がったのが近代スポ－ツという とやや強引にまとめてしまった。「何か」につ

いては子供たちの感想に期待をすることにした。 

 ・競争以外の何かとは、「スコットランド人らしさ」「スコットランド  

  人としての誇り」を守ることなのか。今でも昔ながらのスポ－ツを 

  やっているのは、イングランド人にバグパイプやキルトを禁止されたからなのかなと

思った。                Ｈ君 

 ・スコットランド人らしさとは、どういうことなのか。スコットランド人らしいしぐさ

があるのかなあ。大会の時誰とでも楽しくできる 

  ことなのかなあ。自分が負けても勝った人に「よかったね。」と、自 



  分が負けたことにむかついたりしない気がする。      Ｈ子 

 ・スコットランドの人たちが自分らしさを忘れないためにキルトを着ているなんて そ

れほどスコットランドが好きなんだなあ。 Ｓ君 

 ・なんで木のハンマ－を今も使っているのか、競争と違う何かとは、 

  自分たちらしさを示そうとした競技だったということが分かった。 

Ｋ君 

 

（3） まとめ 

自分たちの丸太投げ・ハイランドの丸太投げ・ハンマ－投げの違いやつながりをキーワ－

ドを使ってまとめさせようとしたが、子供たちにとってかなり難しかった。まず、グル－プ

で考え、その後みんなでまとめていった。 

使ったキ－ワ－ド 

    

大昔・中昔・今現在・木・しなる物・ひも・美しさを競う・現在も残っている 

強さを競う・距離を競う・服装・ル－ル作り・投げる場所・近代化・昔ながらの力比べ・み

んなが平等に競える・だれとでもいつでもどこででもできるル－ル・より遠くへ飛ばすため

に技術や用具の改良・今のハンマ―投げ・より競い合いをしやすく、勝敗を決めやすくする

ためのル－ル作り 

 

  「ハイランドの丸太投げ」のキ－ワ－ドが少なく、「ハイランドのハンマ－投げ」のキ－ワ

－ドが多いことで なぜこのような違いができたかを話し合った。「ハイランドの丸太投げ」は、

昔ながらのその場限りの競い合いなので、変化する必要はなかった。「ハイランドのハンマ－投

げ」から出発した「ハンマ－投げ」は、距離を伸ばすことを優先してきたため 技術や用具が改

良されていったことは理解できたが、それが近代化したことに結び付かなかった。（前時にまと

めたのに・・）「自分たちの丸太投げはどうだろう。」の問いには、「最初は平等なんか考えずに

好きなゲームを作った。みんなで楽しむためにどのゲームにするかになった時、<みんなが平等

できる>ようにすることでゲームを考えた。このことが近代化になると思う。」とＭ子が、「ハイ

ランドの丸太投げは、誰でもどこでもできないから近代化しなかったけれど、ぼくたちのは誰で

もどこでもできたから（5-3 で考えて、6-1 でもできた）近代化したと言えると思うとＨ君が答

えている。近代化したスポーツであるハンマー投げは、記録優先の競争のしかただし、みんなが

知っているスポ－ツは、ほとんどが近代スポ－ツだということを話して、この授業を終えた。 

 ・今まで勉強してきてすごく難しかったことと分かりやすかったことがあっ 

  た。ハンマ－投げにこんなすごい歴史があるとは思わなかった。丸太投げはほとんど発達し

ていなくて残念だけど、それはスコットランド人ということをとても大切にしていることだ

から、それでいいと思う。それに比べ 

ハンマ－投げはどんどん発達していって、記録を伸ばし なんか急ぎすぎだと思った。                         

Ｎ子 

 ・なんかややこしかった。でも、私たちが普段当たり前にやっているスポ－ツの裏には、改良

や色々なことがあったなんて知らなかった。丸太投げでスポ－ツづくりに近いことをやって

みて 初めてこんな難しいことをやった人たちがいるから、私たちが楽しめるんだなと思っ



た。他の学校で開発した丸太投げができる日を楽しみにしています。         Ａ

子 

 ・自分たちの丸太投げとハイランドのハンマ－投げは、同じぐらいル－ルを変えていったのに

ビックリした。逆にハイランドの丸太投げは美しさを競うというル－ルを変えていない。ス

コットランド人らしさを残すのに一番あっているには 丸太投げだと思った。             

Ｍ子 

 ・昔から記録を伸ばすために技術や用具が変わってきたのに、今も変わっていないのがあると

分かった。多分、これからももっと記録を伸ばすためにやり方や用具が変わると思う。                 

Ｙ子 

 ・ハイランドのハンマ－投げは、距離を競うことで今のハンマ－投げにつながったことが良く

分かった。                  Ｙ男 

 ・自分たちの丸太投げやハンマ－投げは、ハイランドのものと比べるとかなり違うことが分か

った。ハイランドの丸太投げが進歩していないのは、他の国でやらないから別に進歩する必

要がなかった。教室で体育をやったことがなかったけれど、体育は何かをするだけじゃなく

て考えることも必要だと思った。                         Ｍ

子 

 

Ⅴ.終わりに 

  ２年間にわたる実践だったが、私のつたない授業に最後まで子供はよくついてきてくれたと

思う。途中であきかけたこともあったし 私の強引さが出たこともあったが、それほど嫌がる

こともなく、むしろ知らなかったことを知りたい！やってみたい！という気持ちが優先された

ようだ。また、研究部でこの学習の様子を報告し、次にどうやっていったらいいか授業を組み

立ててもらいながら進めていけたことが大きかった。しかし、実践内容がねらいに即したもの

だったかどうかは自信はないが、実践させてもらったことに感謝しています。そして子どもた

ちはこの学習を通してみんなで考える、みんなで色々なことを乗り切っていく気持ちが大きく

なっていったことが何よりうれしかった。クラスがまとまっていったことも事実。やんちゃだ

った男の子たちもクラスのことを考えた行動がとれるようになり、女子も生き生きとした顔に

なっていった。そして卒業式の日 心にいつまでも残る子供たちのプレゼントで私の顔がくち

ゃくちゃになったことを覚えている。今年３月に定年退職をすることをどこかで聞きつけ、ク

ラス会を開いてくれた。集まってくれたのは 28 人。みんなで私の退職を祝ってくれた。小学

校卒業以来会っていない子どもも多くいて 久しぶりの再会をみんなで喜んだ。この時の話題

の中に丸太投げやハンマ－投げをしたことがあがったのは言うまでもなく、子どもたちにもイ

ンパクトが強かったようで、当時の話で盛り上がった。この子たちも今は２３歳になる。母親

になった子、父親になった子、教師になった子、保育士になった子、会社員になった子、大学

院に進んだ子等さまざまだが どの子も地に足をつけて生活をしていることが、本当にうれし

かった。ちなみに５年生で「丸太投げをしよう」の最初に登場していた一番のやんちゃだった

Ｎ男は、男の子３児の父親になり、Ｈ男は、大学院で法律の勉強をしているし、Ｗ男は会計士

になっている。 

  最後に この実践を後押ししてくれた当時の研究部の先生方 ありがとうございました。大

人になった子どもたちへも感謝しています。                  


